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属 生 3)金銀4.

新井 宏
日本金属工業 (株 )常務取締役

金銀は貴重な金属であるため,銅や鉄に比較する

と,その産出量についての資料 も多くある。一般的

な金銀 の歴史的な生産量推移 については,前々回

あらかじめ表 3「各時代の各種金属の生産量」として

整理 しておいたので, ご面倒でも参照願いたい。

通常,中国, ヨーロッパ ともに金銀の産出には恵

まれなかつたとされているが, これはアメリカ新大

陸との比較の視点から言われたことであり,古代から

相対的には金銀が金属中に占める役割が極めて高か

つたことは言 うまでもない .

[ローマ]カ ルタゴの賠償銀で潤う
ローマ時代の金を語る前に,金の王国古代エジプ

トから始めよう エジプトの産金は,ツタンカーメン

の黄金マスク (10キ ロ)や棺 (110キ ロ)の金で有

名であるが,ギリシャの史家ディオドロス (前 1世 )

が伝えるところでは,ラ ムセス2世の時代 (前 13世

紀),年に3200万 Minen(約 1000ト ン)の金の産出

があつたと言 う.しかしいくらなんでもこれは信用

できない.第 18王朝のトトメス 3世の時代 (前 15世

紀),ヌ ピアで毎年250キロの金を産出したと伝えて

いるのが実状であろう。ヌピアの金鉱石はトン当り80

グラムの極めて高い含有量であったと伝えられてい

るが,現在世界一の金含有量を誇る住友金属鉱山の

鹿児島県の菱刈金山の場合 とちょうど同じである.

聖書にはエジプトのオフィール港からソロモンヘ 660

タラント(20ト ン)の金を運んだ話が出ているが
,

これもすこし誇張があろうか。

アレキサン ドロス大王の大遠征は,ペルシャの多

量な金銀をヘレニズムの世界にもたらし,退蔵され

ていた金銀で造られた貨幣は通商の発展をもたらし

た この状況を受けてローマも,次々に征服した小

アジア,マケドニアやイベ リヤ半島の金山,銀山を

完全に自己の支配下においた。ポエニ戦争の結果 ,

カルタゴから奪つたイベリヤ半島の金銀山は,前 2世

紀から約半世紀の間に 2億デナリウスの銀貨 (900

トン)の銀を供給 し,ま た前 50年から紀元 500年

の間に1000ト ンの金をローマにもたらした。それ

ぞれ年産にすると,銀では20ト ン,金では 2ト ンで

ある.他にも,前 2世紀前半,カルタゴ 。ノウァの

銀鉱は,1日 25000デナリウス (115キ ロ)の銀を

国庫にもたらしたと伝えられているので,それにし

たがえば銀の年産は40ト ンになる。またそれより

湖る前 3世紀には,第 1次ポエニ戦争に敗れたカル

タゴが,10年間にわたって毎年 440タ ラント(13ト

ン)の銀をローマに支払つたし,第 2次ポエニ戦争

に敗れてからは,50年間にわたつて毎年 200タ ラン

ト(6ト ン)の銀を支払つている。このような事実

から見て,イ ベリヤ半島の銀生産量は,こ の頃20

トン程度であったと推定す01これとは別であるが,
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前 7世紀から前 1世紀までの間 ,

ギ リシャのラウリオン鉱 山で生

産された銀は 3500ト ンで,最盛

期には年 20ト ンに達 していた と

す る意見もある.こ の推定か ら

見ても,イ ベ リヤ半島の銀生産

を年 20ト ンと見るのは妥当なと

ころであろう。

もちろんローマの金銀 山はイ

ベ リヤ半島のみではなかつた .

しか しイベ リヤ半島か らの供給

が主であつたことは間違いない

ので, ローマ時代の年産量 を ,

それぞれ,金 3ト ン,銀 30ト ン

と推定 してお く

さて,こ の項 をここまで書い
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たのは,昨年末のことであるが,その後今年に入つ

て,銀の生産量を 30ト ン程度 とする考察を裏づけ

る有力な資料が見つかつた 昨年 9月 に出版された

アンドリュー・バーネット著,新井佑造訳の『コイン

の考古学』(大英博物館双書 6)と いう小冊子である.

この本は,考古学的に発掘されたコインから, どの

ような事実が解明されたか豊富に例示 しているが
,

その中に,紀元前 1,2世紀のローマのデナ リウス

銀貨の流通量推移がグラフで示されている。もちろ

ん, この図も多くの仮定のもとで求められたもので

あるが,その図をもとにして筆者が年次ごとの銀貨

発行枚数としてまとめたのが図 2である グラフは

紀元前 80年頃までの通貨発行増大傾向と,そ の後

の停滞を明瞭に示 しているが,紀元前 157年から

紀元前 50年までの約 100年間を平均すると,年当

り686万枚の発行であり,銀重量では 32ト ンに相

当する ローマ期を通して見るなら,生産量推定と

して年 30ト ンと推定していたことを裏づける資料

と言えよう.

[中国]金の豊かな前漢

漢が成立すると,征服した周辺民族から朝貢品と

して金が流入しはじめ,また中国国内からも金が産

出されたので,中国は金の豊かな国になつた。上流

社会では贈答,賄賂,褒賞などの目的でしばしば金

年

デナリウス銀貨重量で32

トンに相当する
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を使用している 加藤繁氏はその著書『唐宋時代に

おける金銀の研究』の中に,前漢時代の金銀に関す

る記事をすべて挙げているが,最大の重量を示して

いるのが,『漢書』陳平伝の楚軍を反問させるのに

使用 した黄金が4万斤 (約 10ト ン)である.事実か

否かは判らないが,他にも文帝擁立の功に報いるの

に五千斤 (1.3ト ン)を贈つたとあることから,かな

りの量の金を保有していた様子が判る.遺物面から

見ても,江蘇省から出土した前漢代の「金獣」は 9

キロの重さがあり,同 じ場所から見つかつた呈「髪 (楚

国の金貨)な ど合わせて 20キ ロの金が出ている。

ちなみに推古 13年 (605)法興寺の仏像のため高句

麗の大興王が送つてきた黄金が 300両 (4.5キ ロ),

東大寺の大仏の塗金に要した金が約 1万両 (130キ

ロ)に過ぎなかつたことと比較して見てほしい .

しかし豊富であつた前漢の金も,漢の末期になる

と仏像に使用された り,朝貢貿易などで西域やイ

ン 。東南アジアに流出し,保有量がいちじるしく減

少した。その後,中国は三国時代から五胡十六国の

時代を迎え,人 口が 10分の 1に まで減少 した経験

を持つ。人口が再び漢代末に近づくのは唐代に入つ

てからである。

唐代の金銀生産量については,史料がないが,前

出の朱寿康氏は銀生産量を年 5～ 16ト ンと述べて

いる.また,璃波護氏は「唐代社会における金銀」『東
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方学報』62で,唐代遺物として発掘 された金銀の遺

物数が 1400件 もあるとし,主要な例 を紹介してい

る。重量の判るものを集計してみると,金が 70キ ロ

程度,銀が 130キ ロ程度である。 これが偶然発掘

された分であるか ら, 日本 と比較すると圧倒的な量

である 朱寿康氏の説の上限近 くの年 15ト ンを銀の

年産 として採用してお く

中国で金銀の産出が多少でも定量的に記載 されて

いるのは宋代に入つてからである.至道末年 (997),

天稽末年 (1021),皇 祐年間 (1050),治 平年間 (10

65)の 4年の資料が利用できるが,その頃の政府

収納量の平均値は,金の場合 8000両 (320キ ロ),

銀の場合 39万両 (16ト ン)で あった 他にも熙寧

年間前半 (1070),金 を出す州が 10州 ,銀 を出す

州が 42州であったことと,金の国家収納量が 1048

両 (40キ ロ),銀の国家収納量が 129460両 (5ト

ン)であつたことを伝 えている 漢代の記述に比ベ

ると非常に量が少ないようである 有力な鉱脈が枯

れてしまったのであろうか

また,紹興 7年 (1137)金朝が斉 を廃 し,北宋に

蓄えられていた財貨を持ち去った時の記録には次の

ようにある

金人得豫馬四万余匹,在京有銭九千人百七十万繕

(40万 トン),有絹三百七十万匹,金一百二十万両

(50ト ン),銀六千両 (2400ト ン),糧九十万石 (5

万トン)

これは,開封だけの話であり,そ の他金朝に接収

された華北の諸州ではその倍に達する蓄積があつた

と言 う 北宋の銅貨発行は前述のように,年平均 17

億枚であるか ら,987億枚の銅貨は,約 50年分に

相当する。金銀についても同じ比率であつたとする

なら,金は 1ト ン,銀は 50ト ン程度の年産に相当す

る.北宋政府が毎年収納 した金銀に比べると3倍の

推定値 となるが,こ ちらの値は実際よりやや大きい

と考えるので,北宋期の生産量を金 1ト ン,銀 30

トン程度 と推定してお く.

[日 本]爆発的な安土桃山期の銀
さすがに金銀の生産量の場合,先達がすでに推定

値を発表している.葉賀七三男氏である。氏によれ

ば, 日本の金銀生産量は,次のようになつている.

金の産出量 (年平均)銀 の産出量 (年平均)

奈良～室町時代 (710～ 1467)30ト ン ( 40kg) 10トン (13kg)

安土～桃山時代 (1468～ 1602)225ト ン (1,700kg)1,000トン (7,500)

江戸時代   (1603～ 1867)100トン (400kg)6,600ト ン(25,000kg)

したがって,生産量についてはそのまま利用させ

ていただくとするが,せつかくであるから以下若千

のコメントをするとともに,時代区分をやや細分化

しておきたい

まず銀についてであるが,葉賀氏も室町以前の生

産を非常に小さく見積もつている これは当時, 日

本では,硫化銀から銀を取 り出す方法を知らなかっ

たこととも関係 していると思う.和銅銀貨の銀は,

鉛の同位元素分析からみて朝鮮半島産だと言う。

銀の生産が伸びたのは,1538年博多商人神谷寿

禎によって,朝鮮から鉛を使用する灰吹き法がもた

らされたことによる.『中宗大王実録』には1542年

の記事として,室町幕府の使者僧安心東堂が,銀 8

万両 (3ト ン)を 自然銀だと言つて持参したことを伝

えており,朝鮮では「灰吹法」が日本に漏れたと慌

てている.

灰吹法が伝わつたことで,銀生産は一気に主要産

業になった。そのため石見の大森銀山は,戦国時代

になると,大内氏→小笠原氏→大内氏→尼子氏→

大内氏→小笠原氏→毛利氏そして羽柴秀吉へと争

奪戦が繰り広げられたほどである 文禄末 (1595)

には,生野銀山から毎年 20ト ンの銀が秀吉の手に

渡つているが,秀吉が天下を制したのにも,これら

の銀が大きく貢献したはずである.

ついでながら,戦国時代の武将上杉氏は 2ト ンの

金と23ト ンの銀,武田氏は4ト ンの金を持つていた

と言う.当時の物価で米に換算すると,いずれも30

万石に相当し,数万の兵を数年抱えることのできる

価値を持つていた。これらの経済力が軍事力の一部

を担つていたのであり,戦国時代は想像以上に経済

戦争でもあつたのである.その意味では,安土桃山

時代の石見銀山の産銀量の合計は260ト ンにも達し

ており,毛利氏や秀吉は,おそらく上杉氏・武田氏よ

りかなり大きな経済力を持つていた可能性が高いの

である.秀吉のこの時の経験が,山室恭子氏のいう

『黄金太閤』を生んだと考えると歴史は楽しい.

灰吹法の導入と同時に,金銀山における硫化銀か
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らの金の分離や銀の回収法,含銀の銅から銀を分離

する方法,すなわち南蛮吹きも慶長年間 (1596)に

は始まつた この技術は『鼓銅図録』によく伝えら

れている

なお葉賀氏が推定した戦国。安土時代の生産1100

トンと江戸時代 6600ト ンとの関係から見ると, 日

本における 16～ 18世紀の銀生産量は平均年 20～

30ト ン程度となるが,一方で 17世紀初の日本の銀

生産量は世界の 3分 の 1(こ の頃の世界の生産量は

450ト ン程度)と する見解があるのと合わない それ

は葉賀氏が江戸時代の生産を前・中・後と分けてお

いてくれなかったからである。すなわち日本におけ

る銀の生産は,戦国～慶長に集中している観があり,

江戸中期以降は大きく減少してしまつたのである.

関連 して言えば,新井白石は慶長 6年 (1601)か

ら正保 4年 (1647)の 47年間に日本から流出した

銀が 75万貫であつた推定 している これは慶安元

年 (1648)か ら宝永 5年 (1708)の 61年間に長崎

から流出した銀が 37万 4209貫 (丁銀勘定で純銀換

算 1123ト ン)であったことから,その 2倍 と見積

もつたことによる しかし近年の研究では,銀の流

出はもつと激 しかつたようで,小葉田淳氏の『金銀

貿易史の研究』によれば,毎年平均 4～ 5万貫 (純

銀 135ト ン)に達したのではないかとしている こ

の期間だけで 6000ト ンを超えてしまうが,その外

に 1580年頃から,ポル トガルが毎年 20ト ン程度 ,

銀を持ち出していたことも知られているので,海外

持ち出しの総計は 7000ト ンを下らないであろう.

これを葉賀氏の生産量推定値,すなわち安土 。戦国

期の 1100ト ンと江戸時代の 6600ト ンと比較 して

見ると,生産量のほとんどすべてが貿易用に費やさ

れていた様子がよく判るであろう

江戸時代後半の銀の年当りの生産量は主要な銀山

について大体わかつていて,生野銀山500貫 ,石見銀

山120貫 ,佐渡金山200～ 500貫,院内銀山 100貫

(天保期 1000貫 )で ある.その他の銀山を合わせても

1000貫から1500貫 ,すなわち平均的には 5ト ン

程度というさびしい状況であつた。この値は明治初

年の統計でも3～ 6ト ンであり,ほぼ合致している.

したがって,葉賀氏の推定値を,江戸期に限り,

前半と後半に分害1す ると次のようになる.

江戸時代前半 (1603～ 1700)

江戸時代後半 (1701～ 1867)

5,600ト ン (年平均 57ト ン)

800ト ン (年平均 5ト ン)

ジパングの名誉を担つた奥州
一方,金については奈良時代,東大寺の大仏を造

る金の入手にさえふ うふ う言つてお り,749年に陸

奥小田郡から初めて砂金 900両 (14キ ロ)を献上さ

れた時には,喜びのあま り年号を天平感宝 と変えた

ほどであった その大仏の塗金に必要 とした金はわ

ずかに 1万 446両 (130 kg)である そ してその後 ,

奥州は「金の島」ジパングの名誉を担 うことになる.

た とえば,藤原四代の間に10ト ンの砂金が産出

されたとか,藤原清衡が一切経 7000巻 を購入する

のに,10万 5000両 (16ト ン)を使つたとか伝えら

れている 一切経の話は,い くらなんでも 1桁ちが

うように思 うが,中尊寺の金色堂の存在とともに ,

このような噂が,マルコ・ポーロの『東洋見聞記』

に連なつたのであろう もつとも金色堂に用いられ

た金箔は,計算 してみるとわずかに 14両 (200グ

ラム)に しかならないそうである.

ただし,日 本で金生産が本格化するのは,室町末 ,

戦国期に金山からの採金が始まった時からなのであ

る それはまさにゴール ドラッシュであった その

頃から南蛮渡 りのアマルガム法などを採用したと言

うが, 日本では十分な水銀が確保できず,成功 しな

かつたようである

なお,葉賀氏は安土 。桃山期の金産出量を 225

トンと大変大きな数字に設定しているが,多少疑問

に思うところもある。それは,こ の時期あきらかに

日本は金の輸入国であつたからである すなわち,

当時の日本では金銀比価が 10で あり,中国の7～ 8,

フィリピン諸島,シャムなどの 3～ 5程度と比較 し

て,は るかに金高であつたため,銀を輸出し金を輸

入することに,大きな利益があつたからである。葉

賀氏の想定するような,安土桃山期の金銀生産量比

率 (金 1に対して銀 4～ 5)な ら, 日本でも金銀比価

が中国並みとなったはずである。葉賀氏の推定の根

拠を知らないが,徳川氏の発行した慶長小判が,合

計で 1470万両 (金純分で223ト ン)であったとする

説との関係であろう.しかし,この説は過大で 1302

万両 (198ト ン)と する説もあるし,なによりも銀

輸出の代わりに,多量の金が輸入されていたことも
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考慮する必要があると思 う。そ う考える方が理系の

視′員である.

なお,17世紀初までアジアに存在 していた金銀

比価の差は,17世紀の中頃には国際的に平準化に

向 う それまで,激 しい勢いで流出していた銀は ,

国内消費にも事欠 く状況にな り,代つて金の流出が

始まる。かくして,江戸時代に入つてからは,金は

主要な輸出品となり, 自石 の計算では金 860万 両

(130ト ン)が海外に流出 した とい う.しか しその

金も江戸時代中程には,銀 と同 じく,いちじるしく

産出量が減少 して しまつた。江戸期に続 く,明治初

期の資料をみると,わずか年産 100～ 200キ ロに

落ち込んでいる

[世界]米大陸がもたらした圧倒的

な金銀

さすがに貴重な金銀だけのことはあって,16世紀

以降の世界全体の生産量の推計値はいろいろ紹介さ

れている 本論考で使用するのに最も適した形でそ

れを示してくれているのが,葉賀七三男氏の表であ

る.も とはヨーロッパで作成されたものである

世界的に見ると,金銀の産出は 16,17世紀のア

メリカ大陸で画期を迎えたと言える.しかし,銀の

大増産はその少し前の 15世紀後半から16世紀にか

けてすでに中央ヨーロッパで始まつていた すなわ

近代の世界の金銀生産量 [葉賀七三男,平成二年ЮSTなナー]

金の産出量 (年平均)  銀の産出量 (年平均)

1493～ 1600年  7535ト ン( 70ト ン) 22,7946ト ン(2Hトン)

1601～ 1720年  1,1667トン( 97トン)44,2756トン(369トン)

1721-18004「  1,6408 トン ( 205 トン)   49,8360 トン ( 623 トン)

1801～ 1850年  1,1828トン(237ト ン)32,6665トン(653トン)

1851～ 1870年 3,8993トン (1857ト ン)21,1200トン(1056トン)

1871-1893をF  3,9727 トン (1727 トン)   67,2827 トン (2925 トン)

ち 1525年ベル リンに近 い ヨアヒムス タール の銀鉱 山

に は 8000名 の 労働 者 が働 い てい た と言 われ ,ドイ

ツは銀の総生産を年 50ト ン程度にのばす空前の繁

栄期を迎えていた またそれよりやや遅れたが,16

世紀末か ら17世紀初頭の 日本 も瞬間的には年 100

トンの銀の生産で湧いていた 石見銀山のふもとの

銀山町には 20万人が生活 していたと言われている

ほどである。それにしてもペルーやメキシコ鉱山も

すごかつた.当時の南北アメリカの金銀生産量は,

金の産出量 (年平均) 銀の産出量 (年 平均 )

1501～ 1550年  584ト ン (12トン)  2639トン ( 53ト ン)

1551～ 1600年  951ト ン (19トン) 7,1752トン (1435トン)

であり,銀の場合には 16世紀末に270ト ン,17世紀

の最盛期には年 450ト ンにも到達 したと言 う その

ため, コー ロッパでは物価革命が起 こり,1550年

から1600年 にかけて,物価が 5倍程度上昇 したほ

どであつた

【書評】 深井有,田 中―英,内 田裕久 著

水素と金属 け躙学シリーカ

内田老鶴圃 A判 272頁 1998年 12月 干」 3800円

水素と金属の関係する広範囲な諸現象が基礎から最新の

研究まで簡潔にまとめられている 10章から構成され ,

水素とその利用,金属―水素系の熱力学,水素の固溶状態

と水素化物の構造,電子構造 (金属―水素結合,合金中の

水素の電子状態ほか),水素の拡散,水素と金属表面の相

互作用,水素吸蔵合金の基礎,水素吸蔵合金の横領とニッ

ケル水素蓄電池,水素脆′
l■,水素による組織と物性の制御

の各章がある

本の題名の示すとおり,ほぼ全体を通して水素を主役に

解説されている点が金属材料を扱 う研究者・技術者にとつ

ては新鮮であろう。すなわち,金属 。合金の科学を基礎に

して水素の功罪という観点から論ずる従来の材料学の書籍

に比べて認識を新たにするところがある 宇宙におけるあ

らゆる物質の根源が水素であリエネルギーや環境問題に対

して水素利用の秘める莫大な可能性を材料学と関連させて

感 じさせてくれる 各章は基礎から最新の研究状況までの

内容が簡潔にまとめられた概論である 245頁の本書で

上記 10項 目を丁寧に説明するのは至難の技であり,内容

を理解するにはかなりの基礎知識が必要である 専門外の

読者のために随所に基本的的事項の解説が挿入されている

ので理解を助けてはくれるものの,熱力学,相図,電子論 ,

結晶学,電気化学,強度学等の基礎知識なしに読み進むの

はつらい いろいろな読み方があろうが,評者はわからな

い多くの部分を飛ばし読みして全体の概要を掴もうとした

お話しに終始する書き方ではなくて基本となる式や理論の

説明は専門的レベルで記述されているので,な じみの少な

い章の理解を深めるためには紹介されている文献で補いな

がら1行 1行を追う読み方になろう.したがつて,大学院

の講義やゼミ等での利用に好適である

近年話題の多い水素の利用と金属材料に関する最新の

書籍として期待をもつて読んだ感想 としては,難解な部

分も多いが副題にある「次世代への材料学」を十分感 じさ

せるものであった 鋳造・溶接欠陥あるいは遅れ破壊等 ,

水素には悪者のイメージが強かつたが,水素を有効に利

用するという大きな可能性を読者に感 じさせると思う
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